
特長・用途

品名・成分・塗装間隔

1.下地調整

3.かくはん

4.塗   装

2.マスキング

5.あとしまつ

特 長

用 途

塗装方法

●乾きが速く、使いやすい水性
の床・テーブル用ニスです。
●屋内の木部、木製品の木目を
生かしたニス仕上げができます。
●高品質なウレタン仕上げで、
湯水・油に強く、汚れや磨耗から
床を守ります。

屋内の木部・木製品・木製床
面・テーブル天面
●高級家具、吸い込みのない素
材（プリント合板・デコラ板など）
には不適。
●UV塗装やセラミック塗装をし
たものには不適。 
●常に水に浸かる所には不適。

品　　名：合成樹脂塗料
成　　分：合成樹脂（ウレタン）、
             水
塗装間隔：2時間以上（20℃）、
　　　　4時間以上（冬期）

■塗る面のワックスや油分はペイントうすめ
液で落とし、キズ、ひび割れ、へこみは「ウッド
パテ」で補修します。サンドペーパーを木目
にそってかけ、ゴミを除き下地を調整します。

■塗らない部分や境目はマスキングテープ、
新聞紙などでカバーします。

■開缶前に缶を逆さにして揺すり､容器のふた
に手をそえてマイナスドライバーや缶オープナー
などで開け､底の隅 ま々で充分にかき混ぜます｡
■塗料の粘度が高く塗りにくいときは、口の
広い容器に必要量を移し、水で少しうすめま
す。（5%以内）

■本品を木目にそってうすく塗ります。乾燥
後に320～400番のサンドペーパーで表面
を軽く研磨し、布などで拭き取った後に、2回
目を塗ります。乾燥後に3回目を塗って仕上
げます。下塗りに「水性サンディングシーラー
」を塗装した場合、2回塗りで仕上げます。

■使い終えたハケや用具は新聞紙などで拭
き取り、すぐに容器に溜めた水でよく洗い、
さらに石けん水や中性洗剤入りの水で洗っ
てから陰干し後、ビニール袋に入れて保管し
ます。

●塗装時は乳赤色をしていますが、乾くと「とうめい」に仕上がります。
●気温5℃以下、湿度の高い（85%以上）ときは塗らないでください。
●汚れても差し支えない服装で作業し、手袋や保護眼鏡などを着用してください。
●目立たないところで試し塗りし、色や仕上がり感を確認してください。
●ステイン類で着色する場合は、旧塗膜を除去してから塗ります。
●塗装作業中、乾燥中とも換気をよくして、充分に乾燥してください。
●やむを得ず塗料を捨てる時は、新聞紙などに塗り広げ、乾かしてから一般ゴミとし
て処分するか、「残塗料処理剤」を使用してください。
●使用したウエス類は、水に浸してから処分してください。
●塗装本来の目的以外には使用しないでください。

取扱上の注意：塗料を正しく使っていただくため、必ずお読みください。●
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うすめ液・
用具の後始末
※粘度が高く、塗りにくい時は
　5％以内でうすめてください。

多量の水で充分に洗い、できるだけ早く医師
の診察を受けてください。
石けん水でよく洗い流し、痛みや皮膚に変化等
があるときには、医師の診察を受けてください。
無理に吐き出させないで、すみやかに医師の
診察を受けてください。
作業を中止し空気の清浄な場所で安静にし
てください。

：

：

：

：

★目に入ったとき

★手や肌に付着したとき 

★誤って飲み込んだとき

★気分が悪くなったとき 

■救急処置

■保管上の注意

■塗装上の注意

●子供の手が届かない所に保管し、誤飲、誤食をしないよう注意してください。
●塗料はふたを完全にし、容器がさびやすい所、直射日光や－5℃以下の場所を避
けて冷暗所に保管してください。（一度凍った塗料は使用不可。水でうすめた塗料
は長期間保存できません。）
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商品名 ： 水性ウレタン床・テーブル用ニス

●強い眼刺激
●生殖能又は胎児への悪影響のおそれ危 険

屋内用

☆商品パッケージ記載内容は、商品サイズ、パッケージ制作年月によって多少異なりますのでご注意ください
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